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2. 河道内樹木の公募採取の取り組み
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木曽三川の概要

中部地方の中心部である濃尾平野（我が国最大規模の海抜ゼロメー
トル地帯）に流れる木曽、長良、揖斐の木曽三川は、長野、岐阜、愛知、
三重、滋賀の５県に流域を持ち、９，１００km2の流域面積を有する我が
国有数の大河川である。

○流域面積 ： ９，１００ｋｍ２

○幹川流路延長 ： 約５１６ｋｍ

○流域内人口 ： 約１９３万人

○流域内市町 ： ２７市２５町４村
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１．木曽川水系と木曽川上流河川事務所の紹介



【機密性２】

作成日_作成担当課_用途_保存期間

木曽川上流河川事務所の概要
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１．木曽川水系と木曽川上流河川事務所の紹介

木曽川上流河川事務所

令和６年度令和５年度令和４年度

事業費

当初補正等当初最終

3,149,9252,794,0003,469,0906,214,418河川改修費

3,548,7361,016,0483,503,9783,996,227河川維持修繕費

440,000-340,000507,998河川工作物関連応
急対策事業費

287,10071,900257,000219,300総合水系環境整備
事業費

73,97560,000208,950291,241国営公園等整備費

1,047,739140,0001,040,3061,145,397国営公園等維持管
理費

0403,5000354,327その他（災害関連）

8,547,4754,485,4488,819,32412,728,908合計

 所在地：岐阜県岐阜市忠節町５丁目１番地
 職員数：１１３名
 組 織：工務課・管理課・流域治水課

河川公園課など8課 及び７出張所
 主な業務：河川改修事業、河川維持修繕、環境整備事業

国営公園整備・維持、河川法許認可
防災業務・災害支援、流域治水

木曽川

（単位：千円）

揖斐川第一（出）

揖斐川第二（出）

牧田川（出）

長良川第二（出）

長良川第一（出）

木曽川第二（出）

木曽川第一（出）

○事業費

事務所管内図
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１．木曽川水系と木曽川上流河川事務所の紹介

木曽川

長良川

揖斐川
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○河道内樹木の伐採

○河川の樹林地面積推移

伐採前 伐採後
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木曽川（木曽川上流河川事務所管内）

２．河道内樹木の公募採取の取り組み

樹木繁茂状況

①河道断面が減少（河積阻害）

②河川の状態把握が困難

③不法投棄の増加

④水文観測に支障

⑤局部洗掘（澪筋の固定）

河道内樹木の河川管理上の問題

堤防から水面が見通せない
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２．河道内樹木の公募採取の取り組み

不法投棄

河積阻害

河積阻害

歩道阻害
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従来は工事の伐採木は廃棄物として搬出処分していたが、平成22年から
幹・枝の一部を希望者への無料配布を行いコスト軽減を取り組んでいる。

近年の伐採木の無料配布実施結果
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※令和3年度はコロナウイルス感染症予防
の観点から実施を取りやめ

２．河道内樹木の公募採取の取り組み

河道内樹木管理の課題

伐採樹木の無料配布（一般向け）

河道内樹木の問題解消には伐採を継続的に実施する必要があるが、伐採木の搬出・処
分に相当額の費用がかかる。
限られた予算で継続的に樹木伐採するためにコスト縮減が必要。

無料配布によるコスト軽減効果は約100万円／年程度

公募による民間事業者による樹木採取（事業者向け）
〔平成25年から試行開始〕

大幅なコスト縮減
にならない

準備・小運搬・受付等
手間がかかる
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２．河道内樹木の公募採取の取り組み

河川管理者発注の
伐採工事にて樹木伐採

仮置きされた伐採木を
事業者が積込み・搬出

○河道内樹木の採取イメージ

営利目的の企業等であっても河道内樹木の採取が可能となるよう、河川法第25条（土石

等の採取の許可）を適用し、公募によって公平に選定された者を事業者とする取り組み。

河川管理者の発注した樹木伐採工事により伐採を

行った後、引き渡し場所に仮置きし、公募により選

定された事業者にて積込み・運搬していただく。

○河道内樹木の公募採取の概要

採取の実施状況
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２．河道内樹木の公募採取の取り組み

河川法（昭和三十九年法律第百六十七号）

第二十五条 河川区域内の土地において土石（砂を含む。以下同じ。）を採取しようとする者は、国土交

通省令で定めるところにより、河川管理者の許可を受けなければならない。

河川区域内の土地において土石以外の河川の産出物で政令で指定したものを採取しようとする者も、同

様とする。

留意点
・砂利採取と同様の法適用のため、別途河川法第32条第1項に基づく採取料の徴収が発生する
場合がある。（徴収の判断は、事業を実施する箇所の都道府県知事の判断に委ねられる）

※公募前に愛知県・岐阜県より徴収しない旨を確認済み。

河川法施行令第１５条（河川の産出物）

法第２５条の河川の産出物で政令で指定するものは、竹木、あし、かやその他これらに類するもので河

川管理者が指定するものとする。

２ 河川管理者は、前項の規定による指定をするときは、国土交通省令で定めるところにより、その旨を

公示しなければならない。これを変更し、又は廃止するときも、同様とする。

○河川法等法規上の取り扱い

河川法第25条に基づき「土石以外の河川の産出物」の採取は河川管理者が許可する事で可能と
なる。施行令第15条により「竹木」が河川の産出物とされる。
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２．河道内樹木の公募採取の取り組み

○公募採取の手続きフロー

公募の開始（事務所HP上で公告。記者発表）

公募期間終了

選定委員会にて資格審査・選定

（選定委員会は事務所長・副所長等で構成される）

選定結果の通知・公表（結果は事務所HP上に掲載する）

河川法第２５条申請

河川法の許可 採取作業の現場着手

約２週間

約６日

約１日

約２週間

採取事業者として選定された後、現地にて河川管理者及び伐採工事
施工業者と打合せを行い、採取時期・搬出経路等確認し、河川法申
請に反映する。

・採取希望者は「応募様式」「作業計画書」を作成して郵送にて提出。
・複数の採取箇所を公募する場合、応募者は希望順位を記載。
・幹・枝葉だけでなく根株も採取できるかを記載してもらう。

完了報告
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R５ 公募（採取）記者発表資料 12
R５ 公募（採取）資料（一部抜粋）

２．河道内樹木の公募採取の取り組み
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２．河道内樹木の公募採取の取り組み

年度 伐採予定面積

（ｍ２）
採取量
（ｔ）

採取事業者数
（応募者数）

利活用の内容

平成２５年度 149,000 592t １（2） 製紙材料、木質繊維ボード原料

平成２６年度 79,000 454t ２（２） 製紙材料、木質繊維ボード原料

平成２７年度 38,000 213t ２（２） 製紙材料、木質繊維ボード原料

平成２８年度 522,400 1,827t ３（３） 製紙材料、木質繊維ボード原料、堆
肥原料、バイオマス燃料

平成２９年度 446,800 2,734t ３（３） 製紙材料、木質繊維ボード原料、堆
肥原料、バイオマス燃料

平成３０年度 258,400 1,181t ３（３） バイオマス燃料、堆肥原料、製紙材料、
木質繊維ボード原料

令和元年度 1,965,400 932t ６（６） 製紙材料、木質繊維ボード原料、バイオ
マス燃料、菌床用おが粉、堆肥原料

令和２年度 672,900 1,100t ４（4） バイオマス燃料、菌床用おが粉、
製紙材料、堆肥原料

令和３年度 - - - -

令和４年度 172,700 4,390t ３（３） 菌床用おが粉、バイオマス燃料、
製紙材料、堆肥原料

令和５年度 184,350 2,600t ２（２） バイオマス燃料、製紙材料、燃
料、堆肥原料

令和６年度 （予定）302,300 （予定）3,563t ４（４） バイオマス燃料、製紙材料、燃
料、堆肥原料

※令和３年度はコロナウイルス感染症予防の観点から実施を取りやめ

○木曽川上流河川事務所における公募採取の実績
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３．公募採取における課題

〇樹木公募採取の課題

１．当方伐採で実施する以上、毎年伐採工事を発注する必要がある。

その予算を確保する必要がある。

（樹木伐採は補正予算により発注しているため、必ず予算担保されるとは限らない。）

採取事業者の立場では、継続的に供給できることを求める。

予算状況により伐採面積や伐採木の量が左右されるため、毎年規模や位置が変わる。

２．理想は先方伐採（採取事業者が自ら伐採して搬出する）であるが、

過去に先方伐採を前提とした公募を実施したが応募者はゼロであった。

自ら伐採すると費用がかかるため採算がとれなくなる。

３．根株・竹、刈草を採取する事業者が存在しない。

根株も採取できる事業者を優先的に選定したいが、希望する者はいない。

実際の現場で確認すると竹が多い、という事が判明して採取量が減る事がある。

現在は公募していないが、堤防除草の刈草も需要があるなら民間事業者に引き取ってもらい

たいが、まだ具体的な方法は定まっていない。
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３．公募採取における課題

〇採取事業者との調整における課題と対応

伐採工事の工程に採取時期を合わせる指示や、現場にて発生した樹木量が予定を

上回った分も採取する指示をして、採取事業者の負担になったケースがあった。

（対応）

 あらかじめ採取事業者・工事業者・発注者にて現地にて事前打合せを行い、採取

のタイミングについて決めておく。

 必ずしも伐採工事で発生した樹木の全てを採取するのではなく、採取事業者の受

け入れ可能容量や運搬能力に応じた数量とする。

 伐採工事の工程に左右されないよう、樹木の引き渡し場所を工事現場とは異なる

ヤードを指定し、伐採木をいつでも搬出できる状況にする。

木曽川では出水に支障のない川裏側のヤードに伐採木を仮置きしている。
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（参考）木曽川上流河川事務所HP掲載の令和６年度の公募

https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/cms/press/pdf/kisya06_060126.pdf

〇バイオマス発電への活用における課題

前述に加えて以下の課題が今後の活用に向けて解決しなければならない。

・伐採時期の冬期集中 → 河川では非出水期（10月～5月）施工が基本であるが、

川裏ヤード確保等により出水期の樹木採取を可にする。

・異物混入による支障 → 金属などの異物が混ざって、加工工場の機材を損傷する

事例もある事から、異物除去等対応が必要。

〇まとめ

さらなる河川内樹木の有効活用のため、採取事業者との調整を進める中で課題を

ヒアリングし、解決策について意見交換してまいります。

最後に

https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/cms/press/pdf/kisya06_060126.pdf
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